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Ⅰ はじめに 

小田高校のある喜多郡内子町は、愛媛県の

ほぼ中央部に位置し、松山市から南南西約

40km の地点にあたり、町の中央部を一級河

川・肱川の支流である小田川が流れている。平成 17 年

に(旧)喜多郡内子町、喜多郡五十崎町、上浮穴郡小田町

が合併し、新しい喜多郡内子町となった。 

内子町は、目指す町の将来の姿に「町並み、村並み、

山並みが美しい持続的に発展するまち」と掲げており、

内子町の顔となる白壁の町並み、五十崎泉谷にのこる貴

重な村並み、そして小田深山の美しい山並みなど貴重な

場所が数多く残されている。 

本校は、全日制・普通科、全校生徒数 77 名（令和元年５月１日現在）の

小規模校で、豊かな自然に囲まれた地域に根ざした学校です。礼節を重んじ

る伝統は、きびきびとした集団行動や集会での厳粛な態度、端正な服装や気

持ちのいい挨拶に受け継がれている。小田高生は、規律正しい行動を身に付

けながら、それぞれが目標を持ち、勉学と部活動、学校行事に全力で取り組み、充実した

高校生活を送っている。 

 

Ⅱ 研究主題 

地域社会を担うグローカル人材の育成を目指した金融教育 

－ 産官学民との連携を生かした取組を通して － 
 

Ⅲ 主題設定の理由 

昨今の社会情勢において地方創生が望まれる中、企画力・実践力

を備えた、地域を担う人材の育成が求められている。本校において

は、平成 30 年度・令和元年度の重点努力目標に「人間力を豊かに

育む教育の充実－地域社会を担うグローカル人材の育成を目指し

て－」を掲げ、内子町小田地区のみならず、各地域を担う人材の育

成に取り組んでいる。そこで、本校が総合的な探究の時間を中心に

展開する「小田高版・起業家教育プログラム」の企画・実践経験や、そこで得た人的ネッ

トワークを生かし、本校の様々な教育活動の中で、産官学民との連携を生かした金融教育

を実践することで、「地域創生に貢献できる人材」・「グローカルな視点を持った人材」・「社

会で必要とされる金融リテラシーを備えた人材」、すなわち、「地域社会を担うグローカル

人材の育成」につながるのではないかと考え、本主題を設定した。 
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Ⅳ 実践研究の概要 

⑴ 実践研究を通じて育成を目指す人材像 
 

地域社会を担うグローカル人材 
 
 ア 地域創生に貢献できる人材 

   地域創生に必要とされる、新しいものを生み出すクリエイティブな人材や、様々な

アイデアやプロジェクトを指揮するプロジェクトマネジメント能力がある人材の育成

を目指す。 

イ グローカルな視点を持った人材 

  国際社会で通用する能力やグローバルな視点、経験をもって、地域社会・地域経済

（ローカル）の活性化及び持続的発展に貢献する人材の育成を目指す。 

ウ 社会で必要とされる金融リテラシーを備えた人材 

  社会の中で経済的に自立していくために必要な、お金やお金の流れに関する知識・

判断力を備えた人材の育成を目指す。 

 

⑵ ⑴を踏まえた、育てたい力 

ア 生きる力・自立する力 

  自ら学び、自ら考え、主体的に判断・行動し、よりよく問題を解決する資質や能力

等を養うとともに、お金を通して生計を管理する基礎を身に付け、より豊かな生き方

に向け主体的に工夫、努力する態度を養う。 

イ 社会と関わり、公正で持続可能な社会の形成を意識し行動する力 

  金融や経済の働き・仕組みなどの理解を通じ、自分が社会に支えられ、また働きか

ける関係にあることを自覚し、社会に感謝するとともに、社会が抱える様々な課題に

関心を持ち、公正で持続可能な社会の形成を意識して考え、行動する態度を養う。 

ウ 合理的で公正な意思決定をする力・自己責任意識 

  「主体的な意思決定」を、合理的か

つ公正に行うための基本を理解し、実

践する態度を身に付ける。また、「意思

決定の結果は自らが責任を負うもので

ある」ことを自覚し、意思決定に当た

っては、必要な情報を収集し、リスク

をしっかり把握し適切に判断、行動す

る態度を養う。 

エ お金と向き合い管理する力 

  「お金」が、よりよい暮らしや社会

を実現していく上で必要不可欠な存在

であることを理解し、日々の身近な暮

らしの中で、お金の問題に向き合い、

的確に管理していく態度を養う。 【金融教育の４つの分野と重要概念】 
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⑶ 実践研究の具体的な取組 

 ア 金融教育活動を推進するプロジェクト組織の編成 

   効果的な金融教育活動を行う

ことができるように、校内組織

として金融教育活動推進チーム

を設置するとともに、【教科指

導】・【特別活動】・【道徳教育】・

【総合的な探究の時間】・【地域

連携】の各部門を設置し、活動

体制を整えた。 

 

 

 イ 育成を目指す人材像と実践方針の明確化・共有化 

   前述「⑴ 実践研究を通じて育成を

目指す人材像」、「⑵ ⑴を踏まえた、育

てたい力」での内容を、校内で共有化し

た。【地域連携】部門においては、この

内容を地域や外部講師等とも共有化す

ることに努め、授業・講座等の企画・立

案等に生かした。 

また、授業・講座等の企画・立案には、

「学校における金融教育の年齢層別目

標（高校生）」(８～11 ページ・資料１)

や「学校における金融教育の年齢層別

目標 関連確認シート」（12 ページ・資

料２）を作成・活用し、各授業・講座等

における金融教育に関するねらいや目

標の明確化を図った。これにより、各教

科等で何をどれくらい教えるのかを明

確にし、それを総合的な探究の時間等

につなげる手掛かりとした。 

 

 

 ウ 金融教育に視点をおいた教科指導・総合的な探究の時間の研究・実践（概要） 

   教科指導・総合的な探究の時間の実践には、以下の４つを実践研究のキーワードと

して挙げ、講座の企画・立案に当たった。 

  (ア) 地域資源・時事の教材化 

    金融教育的内容を取り上げる場合は、生徒たちが知識や課題を身近なものとして

感じられるよう、生徒にとって関心の高い題材を選んで教材化する工夫が必要であ

る。また、地域の自然や歴史文化等の地域資源に目を向け、地域活性化に携わる者
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の一人であるとの自覚を持たせることにより、将来、地域創生に貢献できる人材の

育成につながる。 

  (イ) 外部講師・地域人講師の活用 

    家庭や地域の協力に加え、関係機関や団体

が提供する教材や講師派遣等の制度を活用

することによって、専門知識の不足を補った

り、教材作成の負担を軽減しながら、効果的

な授業を組み立てることが可能である。ま

た、ロールモデルとなる地域の方や社会で働

く方とのよい出会いを通して、生き方を学

び、自分の生き方を考えるきかっけとする。 

  (ウ) アクティブ・ラーニングの導入 

    他者と協働しながら主体的に学ぶアクテ

ィブ・ラーニングを通じて、学びを人生や社

会に生かそうとする「学びに向かう力・人間

性」の涵養、生きて働く「知識・技能」の習

得、未知の状況にも対応できる「思考力・判

断力・表現力」等の育成など、新しい時代に

必要となる資質・能力を育む。 

  (エ) ＩＣＴコンテンツの活用 

    授業内容に応じて、タブレット端末に加え、個人のスマートフォン等を適切に活

用させ、ＩＣＴ教育の活用に努めています。金融リテラシーに加え、情報リテラシ

ーの向上を目指します。 

 

  ★実践概要 

  【第１学年】 

   ○国  語：評論「働くことの意味」（内田樹）を読み、仕事や労働について広く関

心を持ち、「働くこと」への主体的な意識を芽生えさせる。 

   ○理  科：環境問題や地震・津波・火山等の自然災害について学び、防止策や防

災に対する意識を高めさせる。 

   ●保健体育：生命保険文化センターより講師を招き、社会保障制度や生命保険に関

する正しい知識についての理解を深めさせる。（11 月６日実施） 

   ○外 国 語：ＡＬＴの経験から英語圏の人々のお金に対する考え方を学ばせる。 

   ●家  庭：愛媛県消費生活センターより講師を招き、「社会への扉」を活用して、

契約に関する基本的な考え方と契約に関する責任について理解させる

とともに、契約の重要性や消費者保護の仕組みについて理解させる。 

 

  【第２学年】 

   ○地歴公民：地域通貨から地元の経済活動を見つめ直し、グローカルな視点からフ

ェアトレードについて考えさせる。 
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   ○数  学：数列の規則性について学び、複利計算やローンの金利などについて考

えさせ、家計管理の意識を高めさせる。 

   ●保健体育：生命保険文化センターより講師を招き、社会保障制度や生命保険に関

する正しい知識についての理解を深めさせる。（11 月６日実施） 

   ●家  庭：ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス㈱より講師を招き、「生活設計・

家計管理」をテーマに講義をしていただき、お金に関する正しい知識

を習得させるとともに、適切な判断力を身に付けさせる。 

   ●商  業：㈱伊予銀行より講師を招き、「銀行の業務・役割、ビジネスマナー」を

テーマに講義をしていただき、金融の正しい基礎知識を習得させると

ともに、健全な金銭感覚を身に付けさせる。 

 

  【第３学年】 

   ○地歴公民：銀行講座や仮想通貨の研究を通して、金融のしくみや、通貨の持つ意

味について考えさせる。 

   ○理  科：高分子化合物について扱い、繊維や樹脂など現代社会に広く流通して

いる物質を取り上げることで、市場に対しての興味を持たせる。 

   ○外 国 語：生活の中にある様々な英文広告や金融に関するニュースから、経済や

金融について考えさせる。 

   ○家  庭：調理実習の中で、１食分に必要な材料費を計算し、１日分の材料費、

１か月分の材料費と考えていき、生活の中の食費について考えさせる。 

   ●商  業：ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス㈱より講師を招き、「契約」をテ

ーマに講義をしていただき、お金に関する正しい知識を習得させると

ともに、適切な判断力を身に付けさせる。 

         四国税理士会より講師を招き、「税理士の視点から見る企業経営」をテ

ーマに講義をしていただき、税金に関する基礎的・基本的な知識を身

に付けるとともに、企業経営について学びを深めさせる。 

         ＳＭＢＣ日興証券㈱より講師を招き、「始めよう資産運用」をテーマに

講義をしていただき、投資についての理解を深めさせる。 

   

★小田高版・起業家教育プログラム（総合的な探究の時間） 

全体テーマに「ふるさと小田－未来への創生－」を掲げ、総合的な探究の時間を中

心に実践を行っている。全プログラムにおいて、各学年テーマに基づいた外部講師を

招致し、「起業家精神」や「起業家

的資質・能力」の育成に加え、他者

と協働しながら積極的に学ぶアク

ティブ・ラーニングを通じて、「学

びに向かう力・人間性」、「知識・技

能」、「思考力・判断力・表現力」等

の、新しい時代に必要となる資質・

能力の向上を目指している。 
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資料１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

資料１－４ 
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資料２ 
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Ⅴ 第３学年の取組について 
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（使用したプランシート） 
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ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス㈱ 金融経済教育セミナー（契約） 

（10 月 11 日） 

「契約」をテーマに、授業をしていただきました。

「契約」や「クーリング・オフ」、「マルチ商法」、「ロ

ーン・クレジット」などのキーワードに基づいたお

話をしていただきました。数ヶ月後、数年後に訪れ

る社会人としての生活を、金融の視点から具体的に

イメージすることができた講座でした。 

 

消費者金融 契約 ローン・クレジット 

 

四国税理士会 出張授業 

（10 月 16 日） 

「税理士の視点から見る企業経営」をテーマに授

業をしていただきました。本校３年生が取り組む

「地域デザインのプランニング」の作成資料に触れ

ながら、「『商い』とは何か？」「売りたいモノは何

か？」など、ビジネスについて考えさせられる講座

となりました。また、「働く」ということは「時間・

命の提供」と言え、だからこそ、その対価としてい

ただく「お金」は大切なものであるとおっしゃって

いたことが印象的でした。  

税理士 企業経営 税（消費税） 

 

ＳＭＢＣ日興証券㈱ 出張授業 

（10 月 21 日） 

「始めよう資産運用」をテーマに授業をしていた

だきました。証券会社の視点から、お金をめぐる日

本の現状やお金の役割について、また、投資やリス

クについてお話をしていただきました。今までは遠

い存在であった「投資」について考えるよいきっか

けとなる講座でした。 

 

証券会社 投資 資産運用 
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Ⅵ 成果について 

⑴ 全ての教育活動が「金融教育」でつながりを持つ一つの取組に 

『金融教育は新しい教育分野として新たな教育領域をことさら

主張するものではない。むしろ、金融教育は既存の教科等における

学習内容や様々な教育領域の知識などを基本として、それを子ども

たちの生き方や価値観の形成につなげていくトータルな過程その

ものを指すといった方が適切であろう』 

前述は、金融広報中央委員会が編集・発行している『金融教育プ

ログラム－社会の中で生きる力を育む授業とは－』に記載されてい

る文章の一部抜粋である。２年間の研究実践を終え、感じているこ

との一つがまさにこれである。本校では、「金融教育」は普段のそれ

ぞれの教育活動を結びつけるキーワードであった。「金融教育活動

を推進するプロジェクト組織の編成」や、「学校における金融教育の年齢層別目標（高校

生）」(８～11 ページ・資料１)・「学校における金融教育の年齢層別目標 関連確認シー

ト」を用いた「育成を目指す人材像と実践方針の明確化・共有化」などを経て、学校・

家庭・地域・関係機関が「金融教育」を意識した取組を展開でき、右上の「資金管理と

意思決定」以下 13 項目の分野目標を踏まえた学びを提供することができた。 

⑵ 生徒の「お金」・「金融」に関する意欲・関心の高まり 

  金融教育に関する研究実践を重ねるにつれ、生徒の「お金」・「金融」に関する意欲・

関心の高まりを感じられた。具体的には、生徒が各イベント終業後に提出する感想に、

「お金」・「金融」に関するワードが増加、または、具体化していった。また、それに伴

い、「お金」・「金融」に関する質問や学びへの要望が増加した。３年生が 11 月５日に実

施した SPECIAL SEMINAR【クラウドファンディングを学ぶ】は、生徒からの質問・要望が

きっかけ一つとなり実現へとつながった。 

⑶ 「根拠ある数字」の追求、「協働する力」の向上 

  本研究実践の中で、生徒が「根拠ある数字」を追求する姿が印象的であった。特に、

第３学年の取組であるビジネスプランの収支計画では、売上高・売上原価・その他の経

費について、講義や講師とのコミュニケーション、グループ内のディスカッションを重

ねるにつれ、数字のより具体的な根拠が示されていった。それはプランのブラッシュア

ップにあたり、重要な意思決定の要素となっていった。また、取組を通し、「ビジネスは

一人ではできない」という考えも生まれた。「自分にはわからないことがある」「一人で

はできないことがある」という思いは、自然と自分以外の誰かと関わり、「聞く」「伝え

る」といった人との関係づくり、つまり「協働する力」の向上につながった。 

⑷ 学校・教職員について 

  今回の取組を通し、学校は地域とまた一つ情報共有を進めることができた。課題や目

標を共有化することで、地域連携の動きもスムーズさが増し、地域側から講師の紹介数

や、講座の提案数は増加、提案から実施までのスピードも速くなった。金融教育の研究

実践を通し、「金融教育への取組」、「地域と協働した学びの構築」に対する教職員の意識

もポジティブに変化し、学校の組織力の向上につながった。 


